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右田清志. オルミエントの有効性を考える. Lilly RA Web Conference; 20200721; Web. 
 
右田清志. 家族性地中海熱の診断と治療、抗 IL-1βの適正使用について. Novartis Web Live講演会; 20200804; 
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Web. 
 
右田清志. 自己炎症性疾患の診断と治療～不明熱の診断～. Clinical Rheumatology web seminar; 20200929; 埼
玉. 
 
右田清志. オルミエントの有効性を考える. MINATO OLUMIANT SEMINAR; 20201105; 東京. 
 
右田清志. 希少疾病に現れる皮疹と自己炎症性疾患. Novartis Web Live講演会; 20201106; Web. 
 
右田清志. オルミエントの有効性を考える. Kyushu RA Meeting; 20201113; Web. 
 
佐藤秀三. 当科における高齢関節リウマチの治療選択について：アバタセプトを中心に. リウマチエリアWEBセ

ミナー; 20200626; Web. 
 
浅野智之. RA/PsAにおける滑膜／付着部の解剖とエコーの当て方、見え方. FARCON2020 Fukushima Arthritis 
Conference; 20200307; 福島. 
 
〔招待講演〕 
 
右田清志. 家族性地中海熱における最新の話題：診療ガイドライン改定を踏まえて. 第21回日本病院総合診療医

学会学術集会; 20200927; 埼玉. 
 
〔その他〕 
 
右田清志. 地中海熱の最新の話題. The 2nd Interactive Meeting in Fukushima; 20200918; 福島. 
 
右田清志. 内科領域における自己炎症性疾患. 自己炎症性疾患講演会; 20201002; 宇都宮. 
 
右田清志. オルミエントの有効性を考える. Lilly Web Seminar～最新のリウマチ治療を考える～; 20201023; Web. 
 
佐藤秀三. 当院における IL-6阻害薬サリルマブの使用経験. 第19回東北臨床免疫研究会; 20200829; 福島. 
 
佐藤秀三. 当科における関節リウマチの治療選択：サリルマブの使用経験. IL-6 Webinar in East Japan; 
20201021; Web. 
 
佐藤秀三. 臨床専門医によるMR研修会. グラクソ・スミスクライン株式会社社内勉強会; 20201104; 福島. 
 
佐藤秀三. 大型血管炎の疾患・治療. ニッポン放送「第46回ラジオ・チャリティ・ミュージックソン」（ラジオ収

録）; 20201125; 福島. 
 
佐藤秀三. 臨床専門医によるMR研修会. グラクソ・スミスクライン株式会社社内勉強会; 20201202; 福島. 
 
浅野智之. 関節エコーを用いた乾癬性関節炎診療. Fukushima Interactive Meeting for SpA; 20200208; 郡山. 
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浅野智之. 当科におけるイグラチモドの使用経験. DMARDsを語る会 in Fukushima; 20200327; 福島. 
 
浅野智之. 関節リウマチ治療に関して. 旭化成ファーマ株式会社社内勉強会; 20201007; 福島. 
 
浅野智之. 大型血管炎における治療ゴールの課題（パネリスト）. 膠原病セミナー; 20201121; 福島. 
 
浅野智之. 関節エコーを用いた関節リウマチの治療戦略. リウマチ性疾患研究会; 20201127; 福島. 
 
松岡直紀. ANCA関連血管炎に合併した抗MOG抗体関連疾患. 第6回福島県 IL-6講演会; 20201218; 福島. 
 
藤田雄也. 関節リウマチにおける関節エコー撮像手技の解説と実技（トレーナー）. FARCON2020 Fukushima 
Arthritis Conference; 20200307; 福島. 
 
藤田雄也. 自己炎症性疾患：当科の取り組みについて. The 2nd Interactive Meeting in Fukushima; 20200918; 
福島. 
 
藤田雄也. リウマチ・膠原病知識習得. ユーシービージャパン株式会社社内勉強会; 20201110; 福島. 
 
藤田雄也. 免疫チェックポイント分子がリウマチ性疾患に与える影響と病態の解明. 福島－長崎リウマチ懇話会; 
20201126; Web. 
 
藤田雄也. サリルマブにより切り開く新時代のリウマチ治療（コメンテーター）. Fukushima Sarilumab Web 
Meeting; 20201128; 福島. 
 
松本聖生. 腰痛を主訴とした腸間膜脂肪織炎の症例. 第19回東北臨床免疫研究会; 20200829; 福島. 
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論  文 

 
〔原 著〕 
 
Nakajima A, Tanaka K, Saito H, Iwasaki T, Oda A, Kanno M, Shimabukuro M, Asahi K, Watanabe T, 
Kazama JJ. Blood pressure control in chronic kidney disease according to underlying renal disease: the 
Fukushima CKD cohort. Clinical and Experimental Nephrology. 202005; 24(5):427-434. 
 
Yamamoto R, Imai E, Maruyama S, Yokoyama H, Sugiyama H, Nitta K, Tsukamoto T, Uchida S, Takeda A, 
Sato T, Wada T, Hayashi H, Akai Y, Fukunaga M, Tsuruya K, Masutani K, Konta T, Shoji T, Hiramatsu T, 
Goto S, Tamai H, Nishio S, Shirasaki A, Nagai K, Yamagata K, Hasegawa H, Yasuda H, Ichida S, Naruse 
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